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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月8日(2016.1.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｍ－ＰＨＹプロトコルを用いて動作するように構成された電子装置であって、
　前記電子装置を他の装置に連結するインタフェース手段であって、
　前記Ｍ－ＰＨＹプロトコルに合致した複数のデータパスをもつ前記インタフェース手段
と、
　前記インタフェース手段を前記他の装置に接続するための接続手段であって、
　前記Ｍ－ＰＨＹプロトコルを用いて動作するためのユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ
）フォームファクタに合致する前記接続手段と、を備え、
　前記接続手段は複数のピンを備え、
　該複数のピンは、
　　前記インタフェース手段のＭ－ＰＨＹ　ＲＸＤＮデータパスに電気的に接続された第
１の受信ピンと、
　　前記インタフェース手段のＭ－ＰＨＹ　ＲＸＤＰデータパス、前記Ｍ－ＰＨＹ　ＲＸ
ＤＮデータパスおよびＭ－ＰＨＹ差動受信データパスとして構成されている前記Ｍ－ＰＨ
Ｙ　ＲＸＤＰデータパスに電気的に接続された第２の受信ピンと、
　　前記インタフェース手段のＭ－ＰＨＹ　ＴＸＤＮデータパスに電気的に接続された第
１の送信ピンと、
　　前記インタフェース手段のＭ－ＰＨＹ　ＴＸＤＰデータパス、前記Ｍ－ＰＨＹ　ＴＸ
ＤＮデータパスおよびＭ－ＰＨＹ差動送信データパスとして構成されている前記Ｍ－ＰＨ
Ｙ　ＴＸＤＰデータパスに電気的に接続された第２の送信ピンと、を備える電子装置。
【請求項２】
　前記インタフェース手段は通信インタフェースを備える請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記接続手段はＵＳＢコネクタを備える請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　半導体ダイ内に一体化された請求項１の装置。
【請求項５】
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　Ｍ－ＰＨＹプロトコルを用いて動作するように構成された電子装置を第２の装置に接続
する方法であって、
　前記Ｍ－ＰＨＹプロトコルに合致した複数のデータパスを提供することと、
　前記Ｍ－ＰＨＹプロトコルを用いて動作するためのユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ
）フォームファクタに合致するコネクタであって、
　複数のピンをもつ前記コネクタを提供することと、
　第１の受信ピンをＭ－ＰＨＹ　ＲＸＤＮデータパスに電気的に接続することと、
　第２の受信ピンをＭ－ＰＨＹ　ＲＸＤＰデータパス、前記Ｍ－ＰＨＹ　ＲＸＤＰデータ
パスおよびＭ－ＰＨＹ差動受信データパスとして構成されている前記Ｍ－ＰＨＹ　ＲＸＤ
Ｐデータパスに電気的に接続することと、
　第１の送信ピンを通信インタフェースのＭ－ＰＨＹ　ＴＸＤＮデータパスに電気的に接
続することと、
　第２の送信ピンを前記通信インタフェースのＭ－ＰＨＹ　ＴＸＤＰデータパス、前記Ｍ
－ＰＨＹ　ＴＸＤＮデータパスおよびＭ－ＰＨＹ差動送信データパスとして構成されてい
る前記Ｍ－ＰＨＹ　ＴＸＤＰデータパスに電気的に接続することと、を備える方法。
【請求項６】
　前記コネクタの挿入を検出することをさらに備える請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記コネクタを介して電力を提供することをさらに備える請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記コネクタのＤ＋ピンおよびＤ－ピンを介して付加的なデータチャネルを提供するこ
とをさらに備える請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　前記コネクタを提供することは、ＵＳＢ３．０プロトコルに合致する前記コネクタを提
供することを備える請求項５に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　本開示の上記の記述は、当業者が開示を製造あるいは使用することを可能にするために
提供された。当業者にとって本開示に対する種々の変更が容易に可能であり、ここで規定
された一般的な原理は、本開示の範囲から逸脱することなしに他の変形例に適用される。
すなわち、本開示はここに開示された例および設計に限定されることはなく、個々に開示
された原理および新規な特徴に合致した最も広い範囲が与えられるべきである。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［１］　Ｍ－ＰＨＹプロトコルを用いて動作するように構成された電子装置であって、Ｍ
－ＰＨＹプロトコルに合致する複数のデータパスをもつ通信インタフェースと、複数のピ
ンをもつＵＳＢコネクタと、を備え、前記複数のピンは、前記通信インタフェースのＭ－
ＰＨＹ　ＲＸＤＮデータパスに電気的に接続された第１の受信ピンと、前記通信インタフ
ェースのＭ－ＰＨＹ　ＲＸＤＰデータパスに電気的に接続された第２の受信ピンと、前記
通信インタフェースのＭ－ＰＨＹ　ＴＸＤＮデータパスに電気的に接続された第１の送信
ピンと、前記通信インタフェースのＭ－ＰＨＹ　ＴＸＤＰデータパスに電気的に接続され
た第２の送信ピンと、を備える電子装置。
［２］　前記複数のピンの他方のピンは、挿入検出を可能にするように構成される［１］
に記載の装置。
［３］　ＶＢＵＳピンとＤ＋ピンとは、挿入検出を可能にするために電気的に接続されて
いる［２］に記載の装置。
［４］　ＧＮＤピンとＤ－ピンとは、挿入検出を可能にするために電気的に接続されてい
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る［２］に記載の装置。
［５］　Ｄ－ピンと、Ｄ＋ピンとは、挿入検出を可能にするために電気的に接続されてい
る［２］に記載の装置。
［６］　前記複数のピンの他方のピンは、電力を供給するように構成される［１］に記載
の装置。
［７］　前記複数のピンの他方のピンは、付加的なデータチャネルを提供するように構成
される［１］に記載の装置。
［８］　前記他方のピンのＤ＋ピン　Ｄ－ピンと、Ｄ＋ピンとは、付加的なデータチャネ
ルを提供するように構成される［７］に記載の装置。
［９］　半導体ダイ内に一体化された［１］に記載の装置。
［１０］　セットトップボックス、娯楽ユニット、ナビゲーション装置、通信装置、固定
位置データユニット、移動位置データユニット、モバイルフォーン、セルラフォーン、コ
ンピュータ、ポータブルコンピュータ、デスクトップコンピュータ、パーソナルデジタル
アシスタント（ＰＤＡ）、モニター、コンピュータモニタ、テレビ、チューナ、ラジオ、
衛星ラジオ、音楽プレーヤ、デジタル音楽プレーヤ、ポータブル音楽プレーヤ、デジタル
ビデオプレーヤ、ビデオプレーヤ、デジタルビデオディスク（ＤＶＤ）プレーヤ、そして
ポータブルデジタルビデオプレーヤからなるグループから選択され、前記電子装置が一体
化される装置をさらに備える［１］に記載の装置。
［１１］　前記ＵＳＢコネクタは、ＵＳＢ３．０標準に合致する［１］に記載の装置。
［１２］　Ｍ－ＰＨＹプロトコルを用いて動作するように構成された電子装置であって、
前記電子装置を他の装置に連結するインタフェース手段であって、前記Ｍ－ＰＨＹプロト
コルに合致した複数のデータパスをもつインタフェース手段と、前記インタフェース手段
を前記他の装置に接続するためのユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）接続手段と、を備
え、前記ＵＳＢ接続手段は複数のピンを備え、該複数のピンは、前記インタフェース手段
のＭ－ＰＨＹ　ＲＸＤＮデータパスに電気的に接続された第１の受信ピンと、前記インタ
フェース手段のＭ－ＰＨＹ　ＲＸＤＰデータパスに電気的に接続された第２の受信ピンと
、前記インタフェース手段のＭ－ＰＨＹ　ＴＸＤＮデータパスに電気的に接続された第１
の送信ピンと、前記インタフェース手段のＭ－ＰＨＹ　ＴＸＤＰデータパスに電気的に接
続された第２の送信ピンと、を備える電子装置。
［１３］　前記インタフェース手段は通信インタフェースを備える［１２］に記載の装置
。
［１４］　前記インタフェース手段はＵＳＢコネクタを備える［１２］に記載の装置。
［１５］　半導体ダイ内に一体化された［１２］に記載の装置。
［１６］　Ｍ－ＰＨＹプロトコルを用いて動作するように構成された電子装置を第２の装
置に接続する方法であって、　前記Ｍ－ＰＨＹプロトコルに合致した複数のデータパスを
提供することと、複数のピンをもつＵＳＢコネクタを提供することと、第１の受信ピンを
Ｍ－ＰＨＹ　ＲＸＤＮデータパスに電気的に接続することと、第２の受信ピンをＭ－ＰＨ
Ｙ　ＲＸＤＰデータパスに電気的に接続することと、第１の送信ピンを通信インタフェー
スのＭ－ＰＨＹ　ＴＸＤＮデータパスに電気的に接続することと、第２の送信ピンを前記
通信インタフェースのＭ－ＰＨＹ　ＴＸＤＰデータパスに電気的に接続することと、を備
える方法。
［１７］　前記ＵＳＢコネクタの挿入を検出することをさらに備える［１６］に記載の方
法。
［１８］　前記ＵＳＢコネクタを介して電力を提供することをさらに備える［１６］に記
載の方法。
［１９］　前記ＵＳＢコネクタのＤ＋ピンおよびＤ－ピンを介して付加的なデータチャネ
ルを提供することをさらに備える［１６］に記載の方法。
［２０］　前記ＵＳＢコネクタを提供することは、ＵＳＢ３．０プロトコルに合致するＵ
ＳＢコネクタを提供することを備える［１６］に記載の方法。
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